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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，研究や教育のためのリソースが集約されている大学図書館が授業外
学習支援を積極的に行うために，大学図書館員の専門性を図書館情報学だけではなく，教育工学及び学習科学の
観点を含めて再構成し，それに基づいた教材と学習システムを開発し，効果を評価することにある。そのため，
学習支援を担当する大学図書館員を対象としたeラーニングの学習教材を開発し評価するとともに，それらの教
材を通じて学んだ知識やスキルの転移を支援できるように，学習科学の研究知見であるアンカードインストラク
ションを活用したストーリーベースのビデオ教材を開発し評価した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop learning materials and learning 
systems and to evaluate the effect, based on reorganizing the expertise of academic librarians not 
only in library and information science but also in view of educational technology and learning 
science, so that academic libraries where resources for research and education are consolidated can 
support out-of-class learning actively. We developed and evaluated e-learning materials targeted at 
academic librarians who are in charge of learning support. We also developed and evaluated 
story-based video learning materials applying “anchored instruction,” research knowledge of 
learning science, in order to support the transfer of knowledge and skills acquired through the 
e-learning materials.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年，高等教育の質的変換が求められる中

で，大学図書館など授業外学習の場の充実化
が進められている。文部科学省学術情報委員
会の審議まとめ「学修環境充実のための学術
情報基盤の整備について」では，大学図書館
がラーニングコモンズを設置し，教育・学習
支援の場として積極的に教育・学習に関与す
ることが望まれるとされている（文部科学省, 
2012）。具体的には学生の能動性を引き出す
ような，問題解決型学習に代表されるアクテ
ィブラーニングを導入した授業の推進であ
り，そのための基本的なリテラシーや知識・
スキルの習得の支援，それらを活かす活動の
場として，研究・教育リソースが集約されて
いる大学図書館が学習支援を積極的に行う
こととしている。 

アクティブラーニングを授業内のみで完
結することは困難であり，授業外学習支援が
不可欠である。しかし，大学図書館で教育・
学習支援を進めていくにあたり，大きな問題
が 3つある。 

1 つ目は大学図書館員の教育・学習支援に
必要な知識やスキルを育成する必要がある
点である。大学図書館員が教育・学習支援に
関する知識・スキルを習得する必要性につい
ては指摘されてきた (井上, 2009)。しかし,
従来の図書館員の育成課程において，教育・
学習支援に関する研究知見を蓄積してきた
教育工学・学習科学等科目は必修であること
が数少なく（長澤, 2007;日本図書館協会, 
2010），育成プログラムとして不十分である。
また，セミナーなども開催されているが，業
務の関係から参加できないこともあり，学習
するための支援も必要である。 

2 つ目は大学図書館員が身につけるべき教
育・学習支援に必要な知識やスキルが体系的
に整理されていない点である。図書館情報学
の観点からは，2006 年に終了した LIPER プロ
ジェクトでは図書館員養成の再構築を行っ
てきたが，教育・学習支援については言及さ
れていなかった。さらに正課授業等のフォー
マルラーニング以外にも，サイエンスカフェ
などのインフォーマルラーニングを対象と
した学習支援については，体系的に未整理で
ある(高山・岸田, 2011)。 

3 つ目は教育・学習支援に関する知識やス
キルを習得しても，実際の場面で活用すると
いう，いわゆる転移がされにくいことである。 

本研究はこれらの問題を解決するために，
大学図書館員の専門性を教育工学・学習科学
の観点を含めて再構成し，それに基づいた教
材と学習システムを開発し，効果を評価する。
本研究の独創的な点は以下の通りである。 
（１）大学図書館員が教育・学習支援に必要
な知識・スキルを学習するためのシステムを
学習理論に従い開発する 
（２）大学図書館員に求められる教育・学習
支援の知識・スキルを体系化し，図書館情報
学分野の知識・スキル群と統合・整理を行い，

大学図書館員の専門性を再構築する 
（３）学習科学の知見に基づき，知識・スキ
ルが実践に転移する学習環境をデザイン・評
価する 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は，研究・教育リソースが集

約されている大学図書館が学習支援を積極
的に行うために，大学図書館員の専門性を教
育工学・学習科学の観点を含めて再構成し，
それに基づいた教材と学習システムを開発
し，効果を評価することにある。 

本研究において，下記の 3点を明らかにす
る。 
（１）自己調整学習理論に沿った学習支援シ
ステムが適切な学習環境たるかどうか 
（２）教育・学習支援の観点を含め，再構築
された大学図書館員の専門性を育成する教
材が知識・スキル習得に有効であるか 
（３）アンカードインストラクションが活用
された学習支援機能が知識の転移に有効か
どうか 
 
３．研究の方法 

本研究では 3段階のプロセスにて研究を遂
行する。 

まず自己調整学習に関する先行研究レビ
ューと調査を通じて，大学図書館員の学習活
動を支援するシステムを開発する。 

続いて，図書館情報学，教育工学，学習科
学の観点から大学図書館員の専門性を再構
築し，それに沿った学習教材を開発する。 

最後に教材を通じて学んだ知識やスキル
を転移する支援のためにアンカードインス
トラクションを活用した学習支援機能を開
発する。各機能開発の時点で形成的評価を行
い，システムの修正を行う。 

 
４．研究成果 
(1) 平成 26 年度 

１：自己調整学習研究のレビュー，２：大
学図書館員へ，図書館で学習支援を行う大学
図書館員に必要な知識・スキルと学びたいこ
とについての質問紙調査，３：開発を行った
大学図書館員向けの教材の形成的評価を行
った。 
１については，自己調整学習理論のレビュ

ーにより，学習計画，学習状況のモニタリン
グ，リフレクションのサイクルを循環させる
こと，他者との関係性から自身の学習に対す
るリフレクションと行動を学習システムで
支援することが効果的であることがわかっ
た。 
２については，インストラクショナルデザ

イン，学習科学に関する内容に加え，広報力，
コミュニケーション能力，データ分析能力が
主なものとして必要なスキル・知識であり，
学びたい内容であることが示された。 
３については，教材の内容については満足

度が高かったものの，学習後の自信が低いこ



とや，教材の構成に課題があることが示され
た。また修了者も少なく，定期的にアクセス
できる仕組みが求められることが示された。 
 
(2) 平成 27 年度 

平成 26 年度の調査で示された，大学図書
館員が学びたい内容であり，大学図書館にお
いて教育・学習支援していく上で重要となる
広報力育成の教材開発，ならびにこれまで開
発を行った教材で学んだことが大学図書館
員の業務に関連していることを意識させる
アンカードインストラクション教材のスト
ーリーを作成した。 

また，インストラクショナルデザインの 1
つである ARCS モデルに従い，レポートライ
ティングセミナーのデザイン，実施，評価を
行った。評価の結果，セミナーの内容が受講
者自身の関心に関連していること，セミナー
受講後にレポート課題の達成に向けて自信
がつくことが示され，満足度も概ね高かった
が，受講者の注意を引く点については弱いこ
とが示された。 
 
(3) 平成 28 年度 

平成 27 年度に開発した広報力育成のため
の教材である「大学図書館が活きる効果的な
広報」の形成的評価を行った。形成的評価に
ついては，研究代表者や研究分担者，研究協
力者を通じて協力いただける大学図書館員
を募り，全国からモニター28 名を得て，知識
の評価及び教材の問題点に関する調査を行
った。 

評価の結果，知識定着については，キーワ
ードレベルでの定着と活動レベルでの定着
が確認された。また活動レベルで定着してい
るモニターは事前に広報活動に関わってい
ること，企画を担当していることなど，現業
務との関係性があることが示された。教材の
問題点としては，音声の問題が指摘され，改
善の必要性が指摘された。 

また，学習科学の研究知見であるアンカー
ドインストラクションを活用した学習支援
機能の開発をするため，実際に大学図書館で
学習支援が求められる状況について調査を
行い，その状況をストーリー化した案を他大
学図書館員にも評価してもらった上で，状況
や文脈をより一般化したストーリーを作成
した。そのストーリーの中で，これまで開発
した教材で学んだ内容を活用して問題解決
を行い，活用すべき知識とスキルが実践的な
利用文脈と関連付くことを目指した。映像制
作会社に委託しストーリーの映像化を進め，
情報リテラシー教育編，学生サポーター編，
ラーニングコモンズ編の 3タイプのビデオ教
材を開発した。 

完成した教材の評価をするために，九州大
学の教職員及び学生 13 名を対象とした試写
会とアンケートを実施した結果，教材で示さ
れた状況の理解度，ストーリーや課題に対し
て抱く現実性，有用性，親近感は総じて高い

ことが示された。 
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